
今回の園外保育は熊野長峰に、さくらぐみとちゅうりっぷぐみで行ってきました。

（５月からは、地域の方からボランティアの協力もしていただきます。）

行きのバスの中から見える景色に「わー、葉っぱのトンネルみたいだ！遠足の時トンネル行ったじゃんアレとおんなじ」と話す姿も

あって、それを聞いた子たちも「ホントだ、トンネルだ」と楽しそうに窓の外を眺めていました。

「この前と違うところあったら、お友だちとか先生

に教えてね」と話していたこともあって、あちこち

で「見て！この葉っぱこの前なかった！」「触った

ら、なんかツルツル」「こっちの木から水みたいな

のが出てる」「においしないから水だよ」等など友           

だち同士知らせ合う姿がありました。　

「手の形みたい。おとうさん、おかあさん

…あかちゃん！」

「ねぇねぇきて、ここフワフワで気持ちいいよ」 「クモの糸ないのに、何でぶらさがってるの？」

園外保育　『熊野長峰』


